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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,ソフトウェア要素を蓄積 ･再利用するためのソフトウェアリポジトリにおけるソフトウェア
構成要素相互の意味制約関係の管理,およびそれに関連したソフトウェア開発支援の方式について研究し
たもので,主な成果は以下のように要約できる｡
1.ポータブル共通ツール環境PCTEを用いた制約管理システム
ソフトウェアリポジトリの国際規格であるPCTEにおいて,ソフトウェア構成要素問の意味制約を管
理するための新たなサービス群の設計と実装を行った｡PCTEが扱うデータに対して制約を記述するた
めの言語CDL/PCTEとその処理系であるCDL/PCTEコンパイラおよびアクティビティ生成ツールの
設計,実装について検討した｡さらに,これらのシステムを利用することによって,制約管理のためのプ
ログラミングコストが削減されることを示した｡
2.ソフトウェアリポジトリにおける制約管理モデル
ソフトウェアリポジトリのデータモデルにおいて,構造的な制約と意味的な制約とを明確に区別し,包
括的に記述するための方式を提案した｡ソフトウェア開発のための情報構造の記述形式として一般的に用
いられる実体関連モデルの集合論的な意味についての形式的な考察に基づき,新たに制約記述言語CDL
を設計した｡また,そのCDLに基づくデータ管理を実現するソフトウェアリポジトリの構成法を提案し
た｡
3.制約を含むリポジトリスキーマからのデータアクセスプログラム生成
意味的制約記述を含む複雑なリポジトリのデータモデル (スキーマ)から,それに整合したデータアク
セスを行うためのプログラムを生成する機能を実現した｡PCTEが提供するデータ構造にCDL/PCTE
による制約記述を含めたスキーマに対し,それと一貫したデータアクセスのためのC十十プログラムを自
動生成する方式を考案し,定型的なデータアクセスのためのプログラミングに要するコストが削減できる
ことを示した｡
以上,本論文は近年,ソフトウェアリポジトリが提供するデータ統合機能における,制約管理の実現と
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その有効性について研究したもので,学術上,実際上寄与するところが少くない｡よって,本論文は博士
(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡また,平成8年12月25日論文内容とそれに関連した事
項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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